






































まず、プロポリスから単離した 3，45-tri-O-カフェオイルキナ酸 (3，45-tri-CQA)に着目し、 Asによる神経
細胞死に対する保護作用を検討した結果、濃度依存的に縮施生存率の回復が見られた。プロテオミクスによ





合物及び天然由来の化合物をそれぞれ処理したSH-SY5Y細胞における ATP産生量を測定したDその結果、 i) 
ATP産生促進活性にはカフェオイル基の存在が重要であること、 i )カフェオイル基の結合数が増加する
ほど高い活性を示すこと、 ii)1位にカフェオイル基が結合した化合物より 3位、 4位または 5位に結合し
たものの方が高い活性を示すこと、 iv)1位のカルボキシル基が活性に重要であることを明らかにした。





























胞内の ATP産生量が上昇し、細胞内の代謝レベルが回復する。 以上のように、 CQAのような天然物質によ
る神経細胞保護作用のメカニズム解明研究はほとんど行われておらず、本研究はこの分野における重要な知
見を示唆したものであり評価に値する。
CQAはコーヒー豆やプロポリス、サツマイモ、ムラサキイモなど食品ヰIに広く含有される成分であるこ
とから、様々な食素材を利用することが可能であり、本研究の成果は認知症や老化の予防を目的とした機能
性食品開発への応用に貢献できるものと考えられる。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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